
令和８年度 　日野市立 仲田小学校 経営重点計画　 令和８年６月公表

★目指す学校像（ビジョン）

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

4 ９０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

3 ８０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

2 ７０％以上の教員が、具体的な方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が、児童アンケートで肯定的な評価をした。

1 具体的な方策を意識して取り組んだ教員が７０％未満だった。 1 児童アンケートで肯定的な評価をした児童が７０％未満だった。

ホーム仲田小（人の温もりが感じられる学校）

新たな試み「なかだっ子　いきいき　学び合いプロジェクト」にチャレンジすることを通して自己変革を続け、保護者や地域・学校運営協議会と連携しつつ「チーム仲田小」
を合言葉に組織として協働しながら、子供たちがいきいきと学校で学び、いきいきと学校で生活できるように力を尽くす教師。

評価指標・評価基準

「なかだっ子　いきいき　学び合い　プロジェクト」
児童が学校でいきいき学ぶことができるよう、次の内容を取り組む。
①教科担任制・全学年副担任制
②安心・安全な学校づくり
③授業力向上・校内研究の充実

取組指標 成果指標
具体的方策

・係活動や当番活動などの学級活動を充実させ、全ての子
供たちを活躍させる場を設定する。
・クラブや委員会活動などの活動で、子供たちが主体的に
課題を捉え、解決に向けて取り組む活動を重視する。
・異学年集団によるたてわり班活動や清掃活動など、児童
相互の交流を活性化させる。
・運動会や「なかだっ子発表会」、校外学習や遠足などの
学校行事で、子供たちに成就感や達成感を味わわせる。

「チーム仲田小」を合言葉に教職
員が協働して指導する仕組みの構
築

・東京都教育委員会の「小学校教科担任制加配校」の指定
を受けて高学年における教科担任制を本格導入し、学年の
まとまりで指導する体制を構築する。
・低、中学年における一部教科担任制を導入し、学年のま
とまりで指導する体制を構築する。
・全学年に副担任制を導入し、学校全体での指導体制への
転換と意識改革を図る。

【教職員の挑戦】
【探究的で深い学び】
教職員が組織として
協働しながら、「子
供たちがいきいきと
学び合う」授業を推
進する

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

・「いきいきと学ぶ児童の育成」をテーマに校内研究を推
進し、日々の授業実践で「いきいきと学ぶ児童」の具現化
を図る取組を積み重ねる。
・日々の授業実践を教職員同士で見合い、協議を通して、
授業改善につなげる。

「いきいきと学ぶ児童の育成」を
目指した授業改善

・保護者や地域の皆様のご協力を得ながら、地域の自然環
境、商業施設、公共施設などの地域資源を生かした校外学
習を充実させる。
・地域の皆様にご協力をいただきながら校内で飼育してい
る生き物や栽培している植物、学校図書館などを効果的に
活用した教育活動を実践させる。

子供たちの「安心・安全な学校づ
くり」

自己評価シート　

★学校の教育目標

【目指す児童像】

【目指す学校像】　　

【目指す教師像】

中期経営目標 短期経営目標

◎すすんで学ぶ子　〇からだをきたえる子　〇思いやりのある子　〇さいごまでやりぬく子

領域

いきいきと学校で学び、いきいきと学校で生活する児童

・日々の学校生活の加えて、学期に１回の頻度で実施する
「ありがとう月間」の機会を捉え、子供たちに自己有用感
や自己肯定感を醸成する。
・学校生活のあらゆる機会を通して「仲田小セブン」を活
用し、望ましい人間関係のための素地を養う。
・学校いじめ防止基本方針に基づき、組織的な対応の徹底
を図る。
・子供たち一人一人の児童理解に努め、「子供たちのよさ
をほめて伸ばす教育」を推進する。

子供たちが活躍する機会の創出

【居場所・活躍】
教職員が組織として
協働しながら、「子
供たちがいきいきと
過ごすことができる
学校生活」を実現さ
せる

【多様な参画】
【探究的で深い学び】
【ホンモノ・舞台】
教職員が保護者や地
域・学校運営協議
会、専門家などと連
携した教育活動を実
現させる

★重点計画の概要

　社会と未
来に開き、
みんなでつ
くる

子供たちが「本物にふれる」機会
の創出

・専門家などの外部講師を積極的に学校へ招聘し、子供た
ちに「本物の感動」を味わわせることのできる授業を展開
する。
・校外学習で、子供たちに「本物にふれる」機会を設定す
る。
・学習者用端末の利活用とともに、授業の中で「本物にふ
れる」機会を設定し、確かな理解につなげる。

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

生活科や総合的な学習の時間を核
として、校内や地域資源を効果的
に活用した授業の展開
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Ａ３
【設定の仕方について】
１ 要らない行は削除するか、セルの高さをつめてください。

２ 印刷範囲は決めてありますので、セルの幅を用紙サイズに合わせてください。
（印刷プレビューで確認をするとうまくいきます）


